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和歌山県バドミントン協会50周年記念誌ごあいさつ

和歌山県バドミントン協会

会長 石田真敏

和歌山県バドミントン協会が、創立50周年を迎えます記念すべき年にあたり、 ここに、沿革やあゆ

みの記録をまとめて「和歌山県バドミントン協会創立50周年記念誌」を発刊できますことは、このう

えない喜びであります。

また、半世紀という長い歴史の中には、幾多の苦難の道を乗り越えられてきた諸先輩方のご努力と

輝かしい成果が刻まれており、今日に至るまで和歌山県バドミントン協会の発展のためご尽力下さい

ましたことに深く敬意を表し、感謝申し上げる次第であります。

さて、最近のメディアの発達により、スポーツ界においても「グローバル化」とでも呼ぶべき現象

が進み、 ビッグスポーツイベソトや海外のプロスポーツの様子が日常的に放映されるようになり、 と

かく私たちは華やかな一面にのみ目を奪われがちであります。しかしながら、厳しい社会経済情勢の

もとで、企業のリストラの影響等を受け、運動部が休部に追い込まれるという事態も増えてきている

のも事実であり、加えて、少子化の進行により小中高生のスポーツ人口が激減し、バドミソトソ競技

に限らずスポーツ全般にわたり、非常に厳しい状況が迫りつつあることは言うまでもありません。

和歌山県バドミソトソ協会においても、組織の拡大や充実、 レベルアップなど、今後取り組ねばな

らない様々な課題を抱えているところでありますが、そのような中、昨年のアジア大会バドミソトソ

競技女子シングルスでの米倉選手の28年ぶりの金メダル獲得という快挙は、私たちに大きな希望を与

えてくれ、心強い励ましとなったところであります。和歌山県バドミントン協会といたしましても、

今後も会員一丸となって新しい道を切り拓くべく、ますます躍進して参りたいと存じております。

最後になりましたが、今回の記念事業に際しまして、あたたかいご支援とご協力をいただきました

関係各位に対しまして、心より厚くお礼申し上げますとともに、今後とも、皆様方の相変わらぬお力

添えを賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。














































































































































































